
                   平成 10 年 12 月 22 日 

「フォ・マイ・ベビー・プラン」「夢の郷・としまランド」などユニークな提案も… 

区政の課題を自分達で考えてみました 
－ 区政モニター、テーマ別グループ発表会開催 － 

 
  豊島区では、広聴活動のひとつとして、広く区民の意向を把握し、また区政に対する関

心や理解を深めてもらうことを目的に、区民からの公募による「区政モニター」制度を毎

年実施している。 
  40 名からなる区政モニターは、区政に関する連絡会議、施設見学会、区議会傍聴、モニ

ター通信などのモニター活動を 4 月より行ってきているが、とりわけ今年度は「防災」「少

子化」「環境・リサイクル」「高齢化」の 4 つのテーマごとに懇談会を持ち、グループ別に

自主的な話し合いを進めてきた。10 月 5 日、11 月 9 日と開かれた懇談会では、各テーマに

関係する課職員も同席し、区政の状況を説明したり、参加者の質問に答えるなどして討議

を深めてきた。そして、本日懇談会の最終回にあたり、初の試みとして、これまでの検討

の成果をまとめたグループ別発表会を行った。 
 
  午後 1 時 30 分より開催された発表会には、各テーマの関係各課長も出席し、グループご

とに趣向を凝らした発表が行われた。 
  発表最初の「防災」グループは、地域防災の重要性に対する認識のもと、防災まちづく

りの推進、地域防災組織の整備を区に対する要望として提言した他、「自分の命は自分で守

る」という視点に立ち、区民として一人ひとりができるミニマムな対策を洗い出した。 
  次の「少子化」グループは、区がどのような子育て支援サービスを行っているかを芝居

形式で展開。そうした情報をもっと若い世代から知っていれば、子どもを産み育てること

への不安解消につながると、子育て支援ＰＲの「フォ・マイ・ベビー・プラン」を提案。

若い女性向のかわいいパンフレット見本を作って、ビジュアルに発表を印象づけた。 
  続く「環境・リサイクル」グループは、区が行っているパイロットプラン（資源分別回

収事業）を中心に、回収品目の拡大、常設の回収ステーション設置等、回収システムのよ

り一層の整備を提言。また、そうした実践と表裏一体のものとして、区民意識の啓発が重

要だとし、ＰＲの充実、標語の募集、リサイクル推進都市宣言などを提案した。 
  最後の発表となった「高齢化」グループは、「夢の郷・としまランド」をキーワードに、

高齢者が元気で生きがいを持って暮らしていく地域づくりを提言。地域ネットワークやボ

ランティア活動の推進など住民参加型福祉の実現と、社会福祉協議会を核とする福祉行政

の改善策をパネルで説明、最後に全員が「夢の郷・としまランド」への思いを一言ずつ発

表した。 
 
  ２時間にわたる発表の後、質疑応答、広報課長による講評も行われ、閉会となった。 
初の試みだったが充実した発表会に、モニター面々の区政に関する理解・関心はより深ま

った様子だった。 
 
 
詳細：広報課   
 



 
 


